
 

 

平成２２年４月１６日 

 
重要文化財（建造物）の指定について 

 

 

 文化審議会（会長 西原 鈴子）は，平成２２年４月１６日(金)に開催された同

審議会文化財分科会の審議・議決を経て，新たに８件 の 建造物を重要文化財

に指定することを文部科学大臣に答申しました。 

この結果，近日中に行われる官報告示を経て，重要文化財（建造物）は， 

２，３６７件，４，３６３棟（うち国宝２１５件，２６３棟を含む。）となる予定

です。 

 

 

◎今回の答申における特筆すべきもの 

【重要文化財】 杉
すぎ

本家
も と け

住宅
じゅうたく

        京都府京都市 

 杉本家住宅は、京都市街の中心部に所在し、主屋は市内に残る最大規模の町家建築であ

る。また、主屋の後方には蔵が建ち並び、大店
おおだな

の屋敷構えを今によく伝える。京都市内に

残る伝統的な町家を代表するものの一つである。 
 
【重要文化財】 旧玉名

きゅうたまな

干拓
かんたく

施設
し せ つ

     熊本県玉名市 

 旧玉名干拓施設は、わが国有数の面積を誇る有明海干拓地に築かれた、総延長 5.2ｋｍ

に及ぶ長大な堤防と樋門
ひ も ん

からなる。潮害を克服するため数々の技術を駆使して建設された

近代を代表する大規模干拓施設の一つである。 
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【新規指定の部】 

① 特徴ある形式をもつ近世越前地方の民家（近世以前／民家） 

 旧木下家
きのしたけ

住宅 １棟 

    福井県勝山市
かつやまし

 

勝山市 

 

旧木下家住宅は、勝山市の西郊に所在する

民家で、天保
てんぽう

７年（1836）に上棟され、その

建設には、永平寺
えいへいじ

大工
だ い く

が関わった。 

主体部は、桁
けた

行
ゆき

17.7m、梁間
は り ま

9.6m、入母屋
い り も や

造
づくり

、妻入
つまいり

、茅葺
かやぶき

で、正面の左右に突出部を設ける、いわゆる両袖造
りょうそでづくり

の外観をもつ。平面は、

正面側を板敷の広間とし、その奥に、２列に座敷を配置している。 

旧木下家住宅は、越前
えちぜん

地方
ち ほ う

に分布した前広間型
まえひろまがた

平面を基本として、発展した形式をもつ

大型民家であり、越前地方における民家の変遷を示すものとして重要である。また、永平寺
えいへいじ

大工
だ い く

が関わった質の高い民家としても、高い価値が認められる。 

○ 指定基準＝流派的又は地方的特色において顕著なもの 
            

② 上質な意匠をもつ大規模な旅館建築（近代／商業・業務） 

 旧賓
ひん

日館
じつかん

 ３棟 
 本館

ほんかん

、大広間棟
おおひろまとう

、土蔵
ど ぞ う

 
三重県伊勢市

い せ し

 

伊勢市 

 

 旧賓日館は、伊勢神宮の崇敬
すうけい

団体の神苑会
しんえんかい

によって、景勝地
けいしょうち

二見
ふ た み

浦
うら

に、賓客の休泊のた

め明治 20 年に建設された。昭和前期に造
ぞう

神宮
じんぐう

技師
ぎ し

の鹽
しお

野
の

庄
しょう

四
し

郎
ろう

の指導監督により改修及び増築が行われ、ほぼ現在の規模となった。 
本館の御殿の間は、凝った意匠をもつ座敷で、創建時の姿を残している。 
昭和前期の大広間棟２階の大広間は 120 畳敷で、折上

おりあげ

格
ごう

天井
てんじょう

を張り、東面には床
とこ

と棚
たな

、

西面には能舞台を構え、良材を用いて華やかな意匠で設
しつら

えられている。 

 旧賓日館は、明治期から昭和前期にかけての建築技術や意匠の進展をよく示している大

規模な近代和風建築として高い価値がある。 
○ 指定基準＝意匠的に優秀なもの 



 

③数寄屋の名工による優れた意匠の和風住宅（近代／住居） 

 清流亭
せいりゅうてい

 ３棟 
 主屋

お も や

、寄付
よりつき

、立礼席
りゅうれいせき

、土地 
京都府京都市 

大松
だいまつ

株式会社 
 
清流亭は、南禅寺

なんぜんじ

一帯の別荘地開発を手がけた実

業家塚本
つかもと

與三次
よ さ じ

が大正２年頃に建設したもので、庭

園を囲むように、主屋と寄付
よりつき

、立礼席
りゅうれいせき

が配置されて

いる。建築には、数寄屋
す き や

大工の上坂
こうさか

浅
あさ

次郎
じ ろ う

と北村捨
すて

次郎
じ ろ う

があたったと伝える。 
主屋は、表

おもて

千家
せ ん け

残月亭
ざんげつてい

を写した広間の「残月
ざんげつ

の間」を中心とした南半部と、「七畳
ななじょう

の間」

を主座敷とする北半部を、廊下と内玄関で繋ぐ構成になる。また広間には、三畳
さんじょう

台目席
だいめせき

の

茶室「白鷺
しらさぎ

」が附属している。 
清流亭の主屋は、様々な茶の湯の座敷を集成した建築であり、寄付、立礼席とともに、

吟味された材料と熟練した伝統技術を駆使して建てられた、洗練された意匠をもつ和風建

築として高い価値が認められる。 
○ 指定基準＝意匠的に優秀なもの 
 
④京都の中心に残る大規模な町家（近代／住居） 
 杉

すぎ

本家
も と け

住宅 ４棟 
 主屋

お も や

、大蔵
おおぐら

、隅蔵
すみぐら

、中蔵
なかぐら

、土地 
京都府京都市  
財団法人奈良屋記念杉本家保存会 

 
杉本家住宅は、京都市街の中心部に所在する町

家で、綾小路通
あやのこうじどおり

に面して広い屋敷地を占める。 
主屋は明治３年に上棟され、表側の店舗部

て ん ぽ ぶ

と裏

手の居室部
きょしつぶ

を玄関で結ぶ、表屋造
おもやづくり

の形式となっている。また主屋の後方には、江戸時代に

建てられた大蔵
おおぐら

、隅蔵
すみぐら

、中蔵
なかぐら

が並び建ち、屋敷の周囲には高塀
たかべい

を廻らせている。 
杉本家住宅の主屋は、伝統的な京都の町家形式をよく示し、保存状況も良好で、市内に

現存する大規模な町家建築として、高い歴史的価値を有している。また、江戸期の土蔵と

ともに、明治期から昭和初期にかけて整えられた茶室なども保存され、町家の屋敷構えを

よく伝えている。 
○ 指定基準＝歴史的価値の高いもの 



 

⑤特異な平面形式と豊かな装飾をもつ大型社殿（近世以前／神社建築） 
 名草

な ぐ さ

神社 ２棟 
 本

ほん

殿
でん

、拝殿
はいでん

 
兵庫県
ひょうごけん

養父
や ぶ

市 
名草神社 

 
名草神社は、妙見山

みょうけんさん

の山中に鎮座し、古くは

妙見社
みょうけんしゃ

などと称し、中世から近世にかけて、但馬
た じ ま

地

方における妙見
みょうけん

信仰
しんこう

の拠点として栄えた。 
本殿は、宝暦

ほうれき

４年（1754）に上棟され、出石
い ず し

城下の大工と地元大工が棟梁を務めた。平

面は、桁行
けたゆき

７間
ななけん

、梁間
は り ま

２間
に け ん

を内陣、その前面を外陣とする。正面の向拝
こうはい

廻りは意匠を凝ら

しており、華やかな彫刻が用いられて、躍動感のある構成となっている。 
拝殿
はいでん

は、割
わり

拝殿
はいでん

形式で、元禄
げんろく

２年（1689）に建立された。 
名草神社の本殿は、特異な平面と空間構成をもつ大型社殿

しゃでん

で、豊かな彫刻や彩色で飾ら

れ、当地方における先駆的な装飾をもつ神社建築として貴重である。また本殿とともに残

る拝殿は、割拝殿形式の希少な遺構であり、高い価値を有している。 
○ 指定基準＝流派的又は地方的特色において顕著なもの 
 
⑥近代的な建築技術を用いた、優れた意匠の別荘建築（近代／住居） 
 琴

こと

ノ
の

浦
うら

温山荘
おんざんそう

 ３棟 
 主屋

お も や

、浜
はま

座敷
ざ し き

、茶室
ちゃしつ

 
和歌山県海南市

かいなんし

 
財団法人琴ノ浦温山荘園 

 
琴ノ浦温山荘
ことのうらおんざんそう

は、製革業
せいかくぎょう

で財をなした新田
に っ た

長次郎
ちょうじろう

が

営んだ別荘で、潮入
しおいり

の池泉
ち せ ん

を造成した庭園内に、各建物を配置している。 

主屋
お も や

は大正４年に上棟され、接客用の主座敷部と、居住用の内玄関部を南北に接続した構

成になる。主座敷は、東西の庭園を観賞するための開放的な室内空間をもつとともに、座敷
ざ し き

飾
かざり

や彫刻
ちょうこく

欄間
ら ん ま

などに技巧
ぎ こ う

的な意匠がみられる。また庭園の周囲には、瀟洒
しょうしゃ

な意匠の茶室

や浜
はま

座敷
ざ し き

などを配置している。 
琴ノ浦温山荘の建造物は、独特な構成の庭園と一体的に建設された別荘建築で、優れた

意匠をもつ近代和風建築である。また当時最新の建築資材であった合板の使用など、先駆

的な技術や建材を積極的に用いている点においても、高い価値が認められる。 
○ 指定基準＝意匠的に優秀なもの 



 

⑦家族本位の考えに基づいて設計された先駆的な住宅（近代／住居） 
 旧西村

にしむら

家
け

住宅 １棟，土地 
和歌山県新宮市 
新宮市、西村山林株式会社 

 
旧西村家住宅は、熊野川

くまのがわ

の河口付近に位置し、

社会思想家で建築家でもあった西村
にしむら

伊作
い さ く

が、自邸

として設計し、大正３年に竣工した。 
木造２階建、一部地下１階で、１階に、この住

宅の中心となる居間と食堂を、南庭
なんてい

側に向かって

配置し、家族全員で過ごす一体的な空間をつくっている。２階に南面バルコニーに面して

洋間の寝室を並べ、そのほか子供用の寝室、風呂や便所などを配している。 
外観は、洋風にまとめる一方で、軒下には、紀伊

き い

熊野
く ま の

地方の民家でみられる伝統的な意

匠も用いている。 
旧西村家住宅は、新たに興

おこ

った住宅
じゅうたく

改良
かいりょう

の動きの中で、家族本位の思潮
しちょう

に基づいて計

画された郊外型
こうがいがた

住宅の初期の遺構として高い歴史的価値を有する。 
○ 指定基準＝歴史的価値の高いもの 
 
⑧有明海における近代の干拓地を代表する大規模堤防と樋門（近代／産業・交通・土木） 
旧玉名

た ま な

干拓
かんたく

施設
し せ つ

 ７所

末広開潮受
すえひろびらきしおうけ

堤防
ていぼう

、明丑開潮受
めいちゅうびらきしおうけ

堤防
ていぼう

、明豊
めいほう

開
びらき

潮受
しおうけ

堤防
ていぼう

、大豊
たいほう

開
びらき

潮受
しおうけ

堤防
ていぼう

、末広
すえひろ

開
びらき

東
ひがし

三枚
さんまい

戸
ど

樋門
ひ も ん

、末広
すえひろ

開
びらき

西
にし

三枚
さんまい

戸
ど

樋門
ひ も ん

、末広
すえひろ

開
びらき

二枚
に ま い

戸
ど

樋門
ひ も ん

 
熊本県玉名市 
玉名市 

 
旧玉名干拓施設は、明治 20 年代以降に築かれ、大正期及び昭和初期に発生した潮害

ちょうがい

後

に、熊本県を中心として復旧、改造された海面
かいめん

干拓
かんたく

施設
し せ つ

である。 
施設は、末広

すえひろ

開
びらき

、明丑
めいちゅう

開
びらき

、明豊
めいほう

開
びらき

及び大豊
たいほう

開
びらき

の４所の潮受
しおうけ

堤防
ていぼう

がほぼ連続的に築か

れ、総延長 5.2ｋｍに及ぶ。また末広開と明丑開の潮受堤防の間に、樋門が３所築かれて

いる。 
旧玉名干拓施設は、干拓地としてわが国有数の面積を誇る有明干拓地の中で、近代を代

表する大規模建造物として価値が高い。また、潮害を克服するために駆使された数々の技

術は、大正期・昭和初期におけるわが国の干拓地建設技術を知る上で重要である。 
○ 指定基準＝歴史的価値の高いもの 
 
 



 

 
 〈個別解説凡例〉 

 番号  特  徴  （年代区分／種類別） 

   名   称   員 数 
   複数棟指定の場合の建造物の名称，土地＊ 等   （＊建造物と一体をなして価値を形成している 
                                  土地をあわせて指定するもの。） 
      所  在  地 

        所  有  者 
 
 


